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　読者の皆様には、本誌をご愛読いただき心より御礼申し上げます。

　さて、米国の金融危機に端を発した世界同時不況は、経済対策の効果や在庫調整進展に伴い一部に生産回

復も見られ、自動車や電機などを中心に景況感が改善する反面、設備投資や個人消費の回復は進まず、引き続き

厳しい経済環境が続いています。こうした環境下において、当社では第５次中期経営計画（NV・S5）を新たにス

タートさせ、徹底した合理化・効率化の推進、コア事業・コア技術の強化と次なる成長へ向けた基盤の再構築、

CSR経営の強化と人材育成のさらなる強化に取り組んでいます。

　研究開発では、組織の再編強化を行い、コア技術であるシール関連技術の強化とシール以外の機能で価値を

提供する機能製品の創出、また成長する中国・アジア市場に向けた製品開発に注力しています。コア技術である

シール技術においては、例えば本誌でもご紹介しています、「製品をより安心・安全にお使いいただくための長期

寿命予測技術」を開発し、お客様の現場でご利用いただくべく展開を始めました。また、次なる成長に向けた機能

製品においては、本誌でご紹介する「高周波関連製品」や「電極膜などの機能膜」に関わる技術を育成強化し製

品化を進めております。その一方、グローバル展開の技術拠点となる中国総合研究所では現地スタッフにより、中

国・アジア市場の顧客ニーズにより適合した製品開発を強化しています。

　このように、当社ではお客様の課題を解決し、より多くの価値を提供できるよう、「The Valqua Way」の企業理念

のもと、さらに努力してまいります。また本誌は、多くのお客様に当社技術をご理解いただきご利用いただくため、今

後ともより充実した技術情報をお手元にお届けします。読者の皆様におかれましては、引き続き当社製品をご愛顧

いただきますと共に忌憚のないご意見を頂戴いたしたくお願い申し上げます。

　1. はじめに

　石綿規制により、ガスケットにおいても非石綿製品の使用
が急速に拡大した。ガスケット締結体特性においては理論が
少ないことから経験則に依存している部分が多く、これまで
の石綿ガスケットでは長年の使用実績からガスケットの長期
使用に対して信頼性が得られていた。それに対し、非石綿
ガスケットにおいては使用実績が少なく、また、石綿ガスケット
と故障モードが異なるため、ユーザーでは長期使用に対する
安全を考慮して比較的短い期間でのガスケット交換を行って
いるのが現状であり、経済的な使用を行っているとは言えな
い。実績に代わるガスケット締結体の長期特性を予測する手
法を構築することが急務となっている。

有限要素解析を用いた
ガスケット締結体の
長期特性予測手法（特許出願中）の構築

　Non-asbestos gasket is recently widely used as a substitute of compressed asbestos sheet gasket, and the 

construction of the long-term characteristic forecast technique of non-asbestos gasket is hoped for. In this 

study, the purpose is to construct the evaluation technique of long-term characteristics of the gasketed 

connection. Gasket contact stress - time from finite element simulation which considers temperature and time 

dependent gasket material properties and gasket sealing performance – contact stress from leakage test 

under high temperature condition are investigated.

Here, evaluation technique of long-term characteristics of the gasketed connection when the gasket is GF300 

is constructed. And, the evaluation at the gasket leakage time and the gasket stress maintenance examination 

technique are shown.
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　これまでにガスケットの非線形性、ヒステリシス特性などを
考慮した研究は多く行われており、近年では粘弾性や高温を
考慮した研究も報告されている 1）2）3）。山口らは 3 次元粘弾
性要素を用いてガスケットをモデル化することでクリープ特性
を考慮し、高温定常温度状態におけるボルト軸力の低下を
評価している4）。しかしながら、常温で締め付け、高温で使用
するという非定常条件や長期条件は考慮されていない。数
年、数十年の長期条件などの実機に近い条件は大変複雑
で多大の労力が必要であり、それらを考慮した研究はない。
また、ユーザーにより使用条件が多岐にわたることも実機条
件を十分に考慮できていない原因の一つである。


